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|. よえがこ

―我lt、ガ鞠ι物の動的た答は、タトカι中し也物の択動特性の向ス1ミよって人たoれる。軟弱え盤ヤ|ミ翼鰤ktaろ LNG

え下式員ヤ相の場へ、復者lミ関レて1よ、晩に、継 吹■矢ゃ理ウ艶奮Ltt t通じてよく覇えtれてぃる。しかしながら、mえについ

ては、未fざ明らかで感いap介がなぃoそこて
い、本秋てヽ3、外力とし‐このんな地渡動のユい

が̈ にどあようIψ影響,るのかt、一つの得折事例とし,マ示すもので`ある。

2.入 力え震動の設定

暇ソニの興り配記諭魚ι対し封的1ミ無理するlミめlミって、振幅ゎょび
.周
黎表の非た常性`ミ注目し、

筆方の1 が`瀬リピ
)しrcれた常入ヾ ,トルtカ レι用い、マフヒチュードM′友人躍離△のれな

してスヾ クトルt"しι夜えし,■。地え記操からスペタトルモカレι大たし、人工地震友ι作

八うるフロー=図・11■ホす。図・I`t示|フローの人や外は、社澳llされk地震記鍼ψ5狂颯

It対象ι関に)からスペフトルtデルt醐 模(M′△)の関数として決定うろ作業であるが、

このイ↑弟しよ、同様の解有●スIミの,こソ、ロノMた しに■協へ
2)1ミ
ぉぃて晩I、実飽Lされている

ので、あ雄■ふその結彙t利用●していrミにヽ|、衆々̀も4Ttt tれrこ人工え歿蓼tの有性tじとIt

響圏障t欠力Lしrt。解有に用ぃたベカええ初と顔む:Iミ八す。まrt、図・21ミ各波形の'酸輔

スヾ クトルとふう。怒お、参考ヒして、通ムの強』こt“康であるエルこントロ(′9イЮ,/VS′ELaSω ′)

とタフト(ノ%曖′Ett TFだⅣοο/)t蜘 ■彙ヴモノ」0♂進さェぷyししたものt角レ腑lミ用いtt。

3.え 性―タンクモデノし

解有4、え下,ンクこその周ユ史巧RιllB対力怒FEM魚| こヽデノンLレ、こ―ドヽ 八カ■ミよリ

崎a1/■成′s響単精t“i. 、ヽ興L下7ンクの断面 お々よび処下タン,こその虜地したlLの漏∪υユt

lH2Ъ 8
え盤―タンフモデ′しの機l・ι図・3tミ庁、1。ばお、ヽ畔梅て`は、べ1史殖鬱関の風,箸ι§
敷ヨ単ことうえる■こと目的ヒ1る′tめ、地生ふ電の物̀ L値|ミ感'1り依存tえたこユ

|・―tと し、＼コ妃意J歯! よヽるイスJし関数の要」関烙毛メLし`、 もヽのと'る。

4.物 鵜来

回有使響鴨町の結え、本違八糸F_デ′しの固有員期`ノ～3人て`それでれ、

θ・85秒 ,0・5`秒′θ.′8紗 こ与,■いる。塀Lヘゴむ鍔ヽ力』鯛朧ぃよ卜晟か る凱

。⌒覧t‐え。21、■、し、タンク躯′体の乗メ」靖詢0の一気ι表どう。ti、|。まrミ、図・4

～図・7略最大山面0の淋藪ク螂 ιォ、すしのである。

5.ろ 哀

ハロの響争綺稿堺しいうス下のここがなたる。

① 基盤最人川劇強L仄"り は、たなの人1とヽ人めるパラ′‐夕と1さ感う辱ぃ。

② マフニ`チュードM(友 人臨 △ヒパラ‐夕として基盤ゑ人1」幻気夫"軌″t

求め、過ムのう"象tittyしレスllいるの,3、準`、ヽ ■旭霧めりのよい″ ιト

わιた●■́すざず、これ凛①で上、1、ミしかぅ、た冬t、対しぁ̀ りた朱 tじ

図・1人■池な"´作成フロー

濠ご1入力え帰u助

図。2入 力拠り風動の非足常入～クトノし




